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日本華僑 ・華人のアイデンテ ィテ ィ形成に関する一考察
一アイデンテ ィティ形成 と他者 との関係に焦点をあてて一
石 川 朝 子
【要 旨】
本稿では、 日本で生まれ育った神戸市在住の老華僑 ・華人二世以降のなかでも特に10代後半から20代後半までの老華
僑 ・華人がどのように自己を形成し、 自らを位置づけ、そしてこれからを生きていこうとしているのかにっいて、実証的に明
らかにした。具体的には 「貴方は自分を何国人だと感じていますか」という質問に対する回答を分析し、華僑 ・華人第三
世代の多様なアイデンティティのあり様を、先行研究である過放の5類型に沿うかたちで整理をした。またかれらの経験を分
析し、エスニック・アイデンティティを形成する際に、 自らを 「主観的」・「客観的」に位置付けていることが明らかになった。
それはっまり、エスニック・アイデンティティを形成するということは「鏡に映った自己を位置づける」過程であると捉えなおした。
1.は じめ に
現在世界の華僑 ・華人(9は、約3000万人 を越え、100ヶ国以上に居住 してい る。特に東南アジア に拠
点 を置 くものが多く、その ほとんどが居住国の国籍 に帰化 した華人 となってい る。現在、 日本には約42
万人(帰 化者 ・不法滞在者 を除 く)の 中国人が暮 らしてい る(法 務省入国管理局 『平成14年版在留外国
人統計』)。その うち、老華僑は約5～6万 人である。一方、 日本国籍 に変更 した華人はかなりの数が推測
できるものの、統計的には確かな数値は不明である。なかでも老華僑 ・華人は長い歴史を有 してお り、現
在 日本における老華僑 ・華人の主体は三世 ・四世へ と移 り変わ りっつある。
国際化 の中の 日本 について考 える上で、 日本 に居住 し、共生するマイノリティのアイデ ンティティのあ
り様にっいて考察す ることは、大きな意義をもつ もの といえよ う。本稿の 目的は、これ ら日本華僑 ・華人
第3世 代(・}の若者(特 に神戸在住の老華僑 ・華人)が どのよ うにみずか らのアイデンティティを捉えてい
るのか、またアイデンティティを形成す る際の一要因とは何か、について明らかにす ることである。
本稿では、そのために以下の2つ の考察をおこな う。第一に、目本で生 まれ育った神戸市在住の老華僑 ・
華人二世以降のなかでも特に10代後半か ら20代後半までの老華僑 ・華人がどのよ うに自己を形成 し、自
らを位置づけ、そ してこれからを生きていこ うとしているのかにっいての実証的な分析を行 う。華僑 ・華
人第三世代の多様 なアイデンティテ ィのあ り様を、アイデンティティに関す る先行研究に沿 うかたちで考
察する。第二に、エスニ ック ・アイデ ンティティ形成 は 「鏡に映った自己を位置付ける」とい うことであ
るとい う観点にたち、かれ らがその 「鏡に映った 自己を位置付ける」必要性に迫 られ るとすればそれは ど
のような時なのかにっいての整理 を試みたい。
2.華 僑 ・華人 のエスニ ック ・ア イデ ンテ ィテ ィに関す る先行研 究
i華僑のアイデンティテ ィに関す る先行研究 として、まず斯波義信は、19世紀まで中国人や華僑はあま り
「アイデ ンティティ問題」を重要視 していなかったと指摘 し、 「中国とか中華 とか華夏 とかい う漢語が示す
ように、かれ らは、世界の比類のない中心の文明の入々かその子孫であ り、文明 と華外 との区別 とその濃
淡 の幾重かの同心円のシステムの中核の人々だか ら、…海外 の種族のちが う人々 と比べなが ら自分に思い
をいたす ことを考えつかないのであっ」(斯波1995219頁)たが、1980年代 には次第にアイデンティティ
に関す ることが話題になっていった とい う。 しか しこの時点で も、過放 は、「在 目華僑のエスニ ック ・ア
イデンティティに関する調査 ・研究はきわめて少なかった」(過放199912頁)としている。
1980年以降多 くの研究者 は、華僑のアイデ ンティティを 「変容するもの」 として位置づけはじめた。た
とえば、過放 は 「在 日華僑のアイデ ンテ ィテ ィには、彼 らの生きた時代の相違による世代的特徴が見 られる」
過放1999170頁)と し、変容趨勢を 「在 日華僑のアイデンテ ィティの変換モデル」 として表1に 示 して
い る。過放は、三世か ら五世 の若い華僑 を「重層的・多様型」であるとし、かれらの国境 を越 えるアイデンテ ィ
テ ィの傾 向全体を包括 して、「トランスナショナル・アイデンティティ」と名付けている。そ してその内容は、
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まず① 中国人アイデンティティ、② ダブル・アイデンティテ ィ、③ 日本人アイデンティティ、④マージナル・
マン、⑤ トランスナシ ョナル ・アイデンテ ィテ ィに分け分析 している。
表1在 日華僑のアイデンティティモデル
モデル 年配の華僑 中高年の華僑 若い華僑
(戦前の世代) 、(日中国交正常化 (日中国交正常化
以前の世代) 以後の世代)
年齢 70歳以上 45～60歳前後 20～45歳前後
一
世代 1～2世 2～3世 3～5世
社会生活に 戦前～1945 1945～1972 1972～現在
入った時期
日中関係 戦前・日中戦争 零戦時代・国交非正常化 国交正常化
1.モデル の類型 強い出自志向型 双方向ジレンマ型 重層的・多様型
2.アイデ ンティ エスニック・アイデンティティ ナショナル ・アイデンティティ トランスナショナル ・アイデンティティ
ティのパターン (ethniciden轍y) (nati。nalident辻y> (transnatbnaロdenUty)
⑦中国人アイデンティティ ⑦中国人アイデンティティ ①中国人アイデンティティ
②ダブル ・アイデンティティ ② ダブル ・アイデンティティ
(中日型 ・日中型) (中日型・日中型)
③日本人アイデンティティ ③日本人アイデンティティ
④マージナル ・マン(どちらにもつ ④ マージナル・マン(どちらにもつか
かない) ない)
⑤ トランスナショナル ・アイデンティ.
ティ(アジア人 ・国際人・地球人)
3.社会生活 郷土 ・祖国伝統文化、 中 日の政 治・法律 ・ 多元文化
の文化的背景 同郷人の連帯感 社会 ・文化
5.居住志向 帰郷→定住 定住` 定住
6.生活パター ン 中国地域文化型 中国地域・日本文化 日本文化型
混在型
7.婚姻パター ン 同郷人同士 中国人同士 、国際結婚(日本人と)
8.子女の国籍 中国 中国 ・日本 日本が主
.過放『在日華僑のアイデンティティの変容一華僑の多元的共生一』1999p.171
その表で過放は、若 い華僑のアイデンテ ィテ ィの多様化を指摘 し、「在 日華僑のアイデンテ ィティの変
換モデル」 において、華僑 ・華人ゐアイデ ンティティの変化 を時代、年齢及び世代によって三類型 した。
まず 「強い出 自志向型」である 「年配の華僑(戦 前の華僑)」のアイデ ンティティ・パターンを 「エスニック・
アイデンティティ」 と名付 け、「中国人アイデンティティ」を持っているとする。次 に 「中高年の華僑(日
中国交正常化以前 の世代)」.は.、「双方 向ジ レンマ型」であ り、そのアイデ ンテ ィテ ィ・パターンを 「ナショ
ナル ・アイデンティテ ィ」 と名付け、 「年配の華僑」では持ち合わせていない 「日本人アイデ ンティティ」
を持つ華僑 が現れてきたことを示 している。最後に 「若い華僑(日 中国交正常化以降の世代)」のアイデ
ンティティのあ り様 を 「重層的 ・多様型」である 「トランスナシ ョナル ・アイデンテ ィティ」(国境 を越
えるアイデ ンテ ィティ)と 名付 けてい る。それ は、「『中国人 としての誇 りをもって』生きていこ うとして
いる若者 もいれば、中国か 日本か どちらかの国籍をもちながらマージナル ・マン、アジア人、国際人 、地
球人 として生きていこうとしている者 もい る」 とい うもので、 日本 の考華僑の抱 くアイデ ンティティの歴
史的変遷 と日本老華僑の若者のアイデンテ ィティの現在を捉 えているように思われ る。
一方で陳天璽は華商(商 業を営んでいる華僑 ・華人のこと)を 対象 として、華僑ネ ッ トワークとアイデ
ンテ ィテ ィの歴史的変遷を三期に分けて類型化 している。それによると、第一期(20世紀初頭～半ば)に
おいて華商は移住国における他民族 との差異を感 じてお り、その相互扶助意識 は高かった とし、かれ らの
アイデ ンテ ィティは 「中国的 ・生得的」であったとする。第二期(20世紀半ば～1970年代)で は、徐々
に移住国における他民族 との差異は減少 し、それに伴い華商の相互扶助意識 も低 くなる。すなわちその年
代の華商たちはアイデンテ ィティにおいても 「中国離れ」がすすみ 、「移住国への同化」が始 まる。その
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よ うなアイデンティティの歴史的変遷 を受けて、第三期(1980年代～現在)で は 『…移 民としての経験や
国際環境の変換に影響 され、彼 らのidentityは多元化された』(陳天璽2001117頁)と現在 の華僑 ・華人 ・
(華商)の アイデ ンテ ィティを 「多元的 ・用具化」であると指摘 している。
これ ら、過放の 「在 日華僑のアイデンティテ ィ変換モデル」 と陳天璽の 「華僑のネ ッ トワークとアイデ
ンティティの歴史的変遷」の どちらの類型 も、現代華僑 ・華人のアイデ ンテ ィテ ィが多様化 していること
を指摘 してお り、中国人 としてのアイデンティテ ィに限 らず、 日本人 としてのアイデンティティをも併せ
持つ存在であることを示 している点で注 目され る。
現代華僑(三 世か ら五世)の エスニック・アイデ ンティティに関する研 究は、近年盛んに行われつつある。
それ らのなかには、 自らが華僑で ある研究者 が、「自分 とは何者か」 とい う 「自分探 し」を している資料
が数多い。また、 日本華僑に関わ らず、海外 の華僑二世 ・三世のアイデンティティの葛藤 を描いている文
献も多く見られる(WingChungNg1999)。それ らの多 くの研究者は、現代華僑 は時代 とともに、中国 と
の繋が りの希薄化 によ りアイデ ンティテ ィは居住国に同化融合 しっつある、 とい う見方 をしている。『素
顔の華僑一逆境に耐える力』の 「第三世代」 とい う文章は、華僑三世の同化 問題 を扱ったものである。そ
れ によると、三世の 「彼 らは 日本語でものを考え、 日本 の物の豊かさも同時 に享受 してい る」(神戸新聞
社1987p.111)ので、三世の幼稚園児たちか らは 「中国人 らしさ」を見つけるのは難 しいとしている。 ま
た、 「成人前に悩む 自分 とは何か」 と問いつづ けることに よって、自己のアイデンティテ ィの位置づけに
困惑 している華僑三世の姿が浮かび上がる。
以上の先行研 究は、華僑 ・華人のアイデンティテ ィを変容するもの として位置付 け、世代別または歴史
的変遷によるアイデンティティ・の変容 を示 しているといえよ う。筆者 もこのようなアイデンティテ ィの変
容が華僑 ・華人にみ られると考える。そ こで、本稿では過放の類型を参照 し分析及び考察を行いたい。な
ぜな ら、過放の類型化は本稿の調査対象である華僑 ・華人第三世代のアイデ ンティティを具体的に類型化
して整理 しているか らである。
3.華 僑 ・華人第三世 代のア イデ ンテ ィテ ィの あ り様
筆者 は2004年にインタビュー調査 とアンケー ト調査 を行ったが、本稿では主にそのインタビュー調査 を、
分析の対象 とす る。その際、アンケー ト調査は補足的に用いることにする。
イ ンタ ビュー調査は、2004年6月か ら11月まで3回 にわた り、老華i僑・華人第三世代の若者4人 を対
象 に行 った。今回のインタ ビュー調査の目的は、個人がどのように自己のエスニ ック ・アイデ ンティティ
と向き合っていたのかを捉 え、その形成の要因を抽出す ることにある。そのために、インタビュイーには、
それぞれの小学校か ら高校 においての経験をライフヒス トリー形式で 自由に語 ってもらった。インタビュ
イーの選定にあたっては、神戸華僑歴史博物館の館員の方 々に協力 を仰 ぎ、大阪 中華学校卒業生を1人 、
神戸中華同文学校卒業生3人 を紹介 してもらった。大阪中華学校卒業生であるAさ ん(女性33歳 三世)
には2004年6月28臼に2時 間程度 のインタビューを行った。神戸中華同文学校卒業生 のBさ ん(男 性
19歳 三世)、Cさん(男性19歳 三世)、Dさん(男性18歳 三世)には20b4年7月3日 と8月28日 、
両 日ともに2時 間程度ずつイ ンタビューを行 った。その他に、手紙でのや りとりも行った。また、今回 の
インタビューは臼本語で行った。インタビュイーのプ ロフィールは表2の とお りである。
表2イ ンタ ビュイーの プ ロフィール
インタビュイー 輯 性別 韓 国籍 世代 轍 ～親の職業
Aさん 33歳 女性 公務員
(中学教師)
台湾籍 大阪華僑三世 大阪中華学校 自営業
Bさん 19歳 男性 大学生 中国籍 神戸華僑三世 神戸中華同文学校 サラリー マン
Cさん 19歳 男性 大学生 中国籍 神戸華僑三世 神戸中華同文学校 会社員
(中華食材店)
Dさん 18歳 男性 大学生 中国籍 神戸華僑三世 神戸中華同文学校 会社員
(中華食材店〉
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一方アンケー ト調査は、日本で生まれ育った老華僑 ・華人第三世代の、特に10代後半から20代後半ま
でで、中華同文学校第48届か ら第54届までの卒業生系662名を対象 とした。 アンケー トは、7月15日 と
8,月16日に100部ずつ計200部を郵送で配布 した。回収状況は手渡 し分24部を含めた224部中、40部を
回収することができた。アンケー ト調査では、回収率が約20%と一般性が求められる量を確保することが
できなかった。上記の通 り非常にサンプル数が少な く、限られた情報 にすぎない。 したがって、本稿 は探
索的な性質をもつ ものである。
若いアイデ ンティティのパ ターンとして、以下ではインタビュー調査の結果をもとに第三世代 のアイデ
ンテ ィテ ィのあ り様 を、過放のアイデンテ ィテ ィモデル と照らし合わせながら見ていくことにする。
アンケー トでは、Q3「貴方は自分 を何 国人だと感 じていますか」 とい う質問に 「1中 国人、2日 本人、
3中 国人 でもあ り、 日本人で もある、4と き どき自分は何国人だか分か らなくなることがある、5
その他」の中か ら選択 し回答 して もらった。その結果、一番多く占めていたのが過放の5類 型のなかの 「②
ダブル・アイデンティテ ィ」 を示 している 「3中 国人でもあ り、日本人 でもある」(40人中18人)で あっ
た。 二番 目に多いのは 「1中 国人」であり、 これ は過放のい う 「①中国人 ・アイデ ンティティ」に当て
はまる。三番 目は過放の類型では 「③ 日本人アイデ ンティティ」を指す 「2日 本人」とい う結果であった。
今回のアンケー ト調査では 「4と き どき自分は何国人だか分か らなくなることがある」 を選択 した者は
一人 もいなかった。また 「5そ の他」の 自曲記述には、「どちらとも感 じない。(男性21歳 中国籍
三世)」や 「何人で もない。 国籍にこだわ らない。(女性29歳 中国籍 三世)」、 「国籍が中国である日
本に住んでいる人=中 国人でも日本人で もない(男 性29歳 中国籍 三世)」など、過放のい う 「④マー
ジナル ・マン(ど ちらにもつかない)」や 「⑤ トランスナショナル ・アイデンティティ(ア ジア人 ・国際人 ・
地球人な ど)」を表す記述 もみ られた。ただ し、かれ らのよ うにエ スニ ック ・アイデンテ ィティを位置付
けているものは今回のア ンケー ト調査では非常に少 なかった。
では、具体的に今 回のインタビュー対象者4人 のエスニ ック ・アイデ ンティティのあ り様 はどのよ うで
あろ うか。インタビューでのかれ らの語 りか ら、自身のエスニ ック ・アイデ ンティティをどのように捉 え
ているのか見てい くことにす る。イ ンタビューのスク リプ トの記 号にっいては、筆者 を1と し、Aさ ん、
Bさん、Cさ ん、Dさ んの発話はそのアル ファベ ッ トのみを記 した。
3-1.「 中国人である」=「 中国人アイデンティティ」
イ ンタビューにおいては4人 中、Aさ んとCさ んの二人が 自分のエスニ ック ・アイデ ンティティを 「中
国人である」と位置づ けてい る。まず、大阪華僑三世であるAさ ん(女 性33歳 台湾籍 三世)は イ ン
タビューで、 自分のアイデ ンティティに関 してこう語っている。
A:「だた、なんかその、 自分は、中国人 として、別に中国人こだわってるわけではないんだけ ど、お
友達 とそ うい う話 しになつた ときに、中国人やでえ一って普通に言ってた し、中国語 も話せる う?っ て
きかれた ら、話せ るって話 しをして、友達に聞かれた ら、ちょっ と簡単なん教えた りもした り。」
Aさ んは筆者が行 ったアンケー トのアイデ ンティティに関す る質問に対 して 「中国人」 とい う項 目を選
択 していることか らも、Aさんは自分 自身のアイデ ンティティを 「中国人」と位置付けていることがわかる。
次にCさ ん(男 性19歳 中国籍 三世)の 場合 をみることにす る。神戸中華同文学校で学んでいたこと
に対 して、
C:「でもや っぱ り、中国人だか ら、 ここに入 ってるんだってい う。」
1:「入るときに…」
C:「もうなんか。入 る時にお前は中国人やからここに入るんや ってい う感 じのもあるし。あとやっぱ り、
授業 とか も、小学校はどの、全部の授業が中国語でや り始めるんです よ。でやっぱ り、ずっ とそれ を聞
か され るとお、やっぱり、あ一自分は中国人なんや あって感 じもある し。や っぱ り歴史とかも学ぶんで
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すよお。そ うい う始ま りか ら、今まで とか。 あ一や っぱ り、 日本人 とは違 ったことをやってるんやな一
とか。 で、やっぱ り、中学校 になると、やっぱ り次 日本人の学校 じゃないですか。 てことは、 目本の学
校 に慣れるために、下準備がいるんですよ。今までやってきた…。授業が中国語の授業以外で日本語の、
日本語 を話 して授業 しは じめるんです よ。教科書 も日本の学校が使ってるやっを使ったりとか」
1:「は じめるんですね。入試 とかでね。」
C:「そ う言 う面で、やっぱ り僕は中国人やなって。」
1:「いまでもそ う思ってはりますか?」
C:「やっぱ り、小学校でそ うい う教育受 けたんで。やっぱ り、 日本の大学 とか行ってても、僕 は中国
人だなって。」
このように彼 は小 さい時か ら自分が 「中国人」であると意識 していたとい う。その意識 は高校 ・大学に進
んでか らも、現在に至 るまで続いているとい う。
3-2,「中国人でもあ り、日本人でもある」=「 ダブル ・アイデンティティ」
イ ンタビューでは、上記の二名 を除 くBさ ん とDさ んが 自分のエスニ ック ・アイデンテ ィテ ィを 「中国
人で もあ り、 日本人で もある」 と位置づ けた。神戸華僑三世のBさ ん(男 性'19歳 中国籍 三世)は 、
自分のアイデンティティをインタビュー塗はじめた頃は、
B:「 神 戸 人 。」
である、 と国籍 ではなく生活 している地域 にそのアイデ ンテ ィティを位置付 けていたが、その後のインタ
ビューでは
B:「ま あ。だから名 前とか言 わんかって普通 に接 してた ら、こう相手 も日本人や ろな と思 うし、だか
らそ うい う部分では、 日本人 中国人両方のいいとヒろを とった。みたいな得 したような感 じ。」
と答えてお り、 自分を 「中国人でもあり、 日本人で もある」 と位置付 けている。
Dさん(18歳 三世 中国籍 三世)は 、Cさんの弟である。 四人兄弟の上から3番 目である。Bさ ん、
Cさん、Dさ ん と筆者が同 じ机を囲んでインタビューを行ったわけだが、Cさ んの 「高校 とか行った ら周
りがみんな 日本人になるわけで、や っぱそこに入 っていった ら、 自分もあんまかわらんやんって。一応形
上では、そ うい う風 に中国人になってるけ ど」 とい う発言 に対 して、
D:「パスポー トが変わるくらいやな」
ま た 、
D:「そ うですね、やっぱ り、さっきもゆってたんですけどお、あんま普通 に暮 らしてても、 日本
人 と中国人の境みたいなんがばってないんでえ、普通に暮 らしてて も、自分中国人なんやてい う意識、
あんまり意識 はしてないですね。」
と答えてお り 「申国人」 としての意識を強 くもっている方ではないことが うかがえる 。
3-3.「 日本人である」=「 日本人アイデンティティ」
今回のイ ンタ ビュー調査で、 「日本人である」 と位置付 けた者 は一人 もいなかった。 しか し、アンケー
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ト調査では40人中7人 が 「臼本人である」 と回答 してい る。そ してかれ らが 「日本人である」 と位置づ
けた理由やそれに至る経験を数名が自由記述に書いている。 たとえば、 「私の父はハーフで母 は日本人です。
しかし、 父は 日本で生まれ 日本で育ち、 日本の学校 に通ったため、 全く中国語が話せません。 なので、 私は
同文学校で中国語を学び、話せるようになりましたが、華僑という意識があまりありません」(女性20歳 日本籍
三世)。また、 「昨年から中国で仕事をするようになった。 それまでは、 中国人としての 自覚や 自尊心を持って
いましたが中国で仕事をしてなくなりました。 本場の中国人は最低であり、 私たち華僑 は日本人である。 新華僑
や華人は中国人でしょう。 しかし、 日本 国の生活が長くなってくると日本人もどきになりうる。 国籍が中国なので 日
本に変更したいと初めて非常に希望する。 中国人を一緒にされたくないし、又絶望した。 中国人も私の事を日本
人と考えている」(女性28歳 中国籍 四世)。など、 中国における中国人と接した経験から中国人を差別する
意識が自らを 「日本人である」と位置づけさせるケースもみられた。
3-4.rど ちらでもない、無国人である」=「 マージナル・マン、トランスナ ショナル・アイデンティティ」
インタビューでは、 「マージナル ・マン」や 「トランスナショナル ・アイデンティティ」として自己を位置付けたも
のは一人もいなかったが、 アンケート調査では 「5その他」と回答したもの(40人中5人)の なかで、 「どちら
でもない」や 「無国人」と記入したものが4人 みられた。 そのうちの何人かは、その理由やそれに至る経験など
を以下 自由記述欄に書いている。 「自分が華僑だという意識はあまりないし、 かと言って日本人だと思うことはまず
ない。 大きくなるにつれて、 中国人であることを受け入れるようになった。 しかし、 中国人と目本人の間にいる気
がする。(いや、やっばちょっとちがうかも…)自 分は無国人だと思う事がある」(男性21歳 中国籍 三世)や 、
「日本vs中国のスポーツの試合でどちらを応援するかと良く聞かれたがどちらでもない。 β本 ・中国どちらに属す
必要もあまり感じなかった。 国籍は書類上の問題と思った」(女性29歳 中国籍 三世)な どである。
インタビューをとおしてみられるこれらの結果は、 冒頭で述べた過放の類型である 「トランスナショナル ・アイデ
ンティティ」の内容に沿う結果であるといえよう(過放2001172頁)。
本節では、神戸に住む華僑 ・華人第三世代のアイデンティティのあり様を過放の類型に沿って整理した。 次節
では、かれらが自らのエスニック・アイデンティティを形成する一要因として、他者との関係 に焦点をあて、かれ
らが自らの位置づけを迫られたのはどのような時なのかについての整理を試みる。 インタビューやアンケートの 自
由記述に見られた、① 「客観的差異による自己の位置づけ」と、 かれらが高校に進学して経験する② 「確かめ
の時期」に着 目し、 「他者からの視線をうけアイデンティティを形成する」場面を浮き彫りにしたい。、
4.ア イデ ンテ ィテ ィと鏡 一 「鏡 に映 った自己 を位置 付 ける」 時 一
(エスニ ック ・)アイデンティテ ィを位置づける とい うのは、い ったい どうい うこ となのであろ うか。
社会心理学者のC.H.Cooleyは、有名 な著書HumanNaturalandSocialOrder(1902)において、「鏡に映った
自我(looking-galssse1の)理論を展開 している。それ は、「自我は、他者 との直接的接触の過程 において自
己の行動 にたいする他人の反応 と、それによってひきお こされる自己意識 との相互作用の過程か ら形成 さ
れる」(大橋 幸、1970、333頁)ものとみた、自我形成理論である。 「そ して このばあい、三つ の意識の発
生がこの過程 を左右する」 としている。それは 「第一に、他人に自分が どうみえるかを想像す る意識、第
二に、他人が 自分をどう判断 しているかを想像す る意識、第三に、 これ らの意識 と関連する誇 り、 もしく
は恥の感情」(C.H.Cooley,1902,184頁)である。 この三つの意識の発生をとおして、 自己を位置づけてい
くわけだが、そのことによって 「いわば、それは もっとも明瞭度の高い鏡 としての機能を備 えた集団 とし
ての条件を、満たす もの」(大橋 幸、1970、333頁)となる。 このように して形成 されるアイデ ンテ ィテ ィ
は、 「単なる個人意識ではなく、同時に他人の存在、動向を意識することにおいて成 立す る社会意識 とし
ての個人意識」(大橋 幸、1970、333頁)であるとい うことができる。
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また、同じく社会心理学者であるA.L.ストラウスも著書 『鏡 と仮面』(1LL.ストラウス1969)の中で、
アイデ ンティテ ィ形成について以下のよ うに述べている。「アイデンティテ ィは自分や他者 による一自分
自身に対 して避けられない評価に関連」(A.L.ストラウス1969p.9片 桐訳書2001p.13)してお り、
「他者の判断 とい う鏡の中で自己を見つめ」(1LL.ストラウス1969p .9片 桐訳書2001p.13)ている
のだと言 う。また、 自己評価 において も、「他者の反応が考慮 されな くてはならない」 し、自分の未来の
行いを予測す るときにおいても 「ある種の複雑な鏡のなかで見ている」(んL.ストラウス1969p.34片
桐訳書p45)の であると述べる。この ような他者 との相互作用をとお して、自己を形成す るまたは位置づ
けるのは、具体的には どの ような時であろ うか。
では以下具体的に、インタビュー及びアンケー ト調査か ら浮かび上がった、① 「客観的差異による自己
の位置づけ」、② 「確かめの時期」に焦点をあて、 日本の華僑 ・華人第三世代r他 者か ら視線 を うけアイ
デ ンテ ィテ ィを形成する」場面を浮き彫 りに したい。
4-1.客 観 的差異 による 自己の位 置づ け
かれ らのエスニ ック ・アイデ ンティテ ィを位置づ ける要因 として、中国語が話せ るや宗教 ・行事や姓名
な どの、 日本人 との客観 的な差異によって自らを 「中国人」 として位置付けていることが、インタビュー
のなかで多 くみ られた。
たとえば、「中国人である」 と自らを位 置付 けたCさ ん(男 性19歳 中国籍 三世)は 、客観的差異
である姓名や 中国語について以下のように語 ってい る。
C:「で も名前みた らわか るじゃないですかあ。 ヨ本人の方って二文字が多い じゃないですか。山田とか」
1:「名字が?」
C:「00さ ん(山田・田中)とか。僕 たち一文字 じゃないですか。一文字なんでぱっとみた らこの人は多分、
ちが うんかなって。」
C:「中国人やった らなんか中国語 しゃべれる。ってい うなんか…」
1:「しゃべれてあた りまえだって思ってしまわはるんですか?」
C:「思ってしまわはるんです よ。 中国人や から中国語 しゃべって一みたいな。」
1:「言われます?」
B:「結構言われます。」
C:「や っぱ り日本 の高校 に行って も、やっぱり国語の時間あるじゃないですか。 もし漢文習 うじゃない
ですか、そ した ら、 この漢文を中国語で読んでみてくださいみたいなことを…。」
1:「言われ るんですか。」
C:「たぶん学校に よって、先生によっても違 うとは思 うんです けど。や っぱ りそ うい うのんもありますよ」
1:「どんな風に思います?そ の ときそんなん言 われて」
C:「やっぱり、読める漢字もあれば、読めない漢字もあるんですよ。そんなときは…ア ドリブで」
B:「ある。」
1:「ある。」
B:「あっ僕読めないですっみたいな。」
C:「みんな聞いても(C&B)分 か らん。何を言って も分からないんですよ、みんな。」
B:「だから先生もたぶん分かんない。みんな闇き終わってから、お一」
高校時代に 「中国人だか ら中国語が話せる」とい うレッテルを貼 られた経験 をしたのは、自らを 「中国人」
であると位置付 けているCさ んだけではなかった。 「中国人で もあり、日本人で もある」とい うエスニ ック・
アイデ ンティティを有 しているBさ ん(男 性19歳 中国籍 三世)ま でもが、Bさ ん とCさ んが進学 し
たのは別々の高校であるにもかかわ らず、客観的な中国語が話せ るとい う差異によってアイデ ンティティ
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を強要 された経験を持っている。アンケー ト調査の 自由記述 にも、 このように言語な どの客観的な差異 に
よって 「中国人である」 と自己を位置付けた華僑 ・華人のアンケー トには以下のような記述が 目立つ。
よく中国語をどれ程 しゃべれ るのかをたずね られ て、普 通に喋 ってみ ると、「すごい」と羨まれたこと。
それに違和感 を感 じたこと。(女性27歳 台湾国籍 二世)
高校生のとき、初対面の人に名乗った時に名前、特に 「姓」を聞かれた時に自分が中国人であることを
強く意識した。小 ・中学時代には無かった経験。社会人になってからも同じ。(男性29歳 本籍台湾
中国籍 三世)
これらの経験は、日本人との相互行為の中で生まれてくるものである。かれらは常にβ本社会のなかで、
エスニック・アイデンティティを他者から押し付けられている。このことはつまり、マイノリティは常に
マジョリティとの間で自分自身の位置づけを強要され、言語や宗教などの客観的な差異のために他者から
押し付けられることによって、そのアイデンティティを、かれらの主観的なエスニック・アイデンティティ
の内に含有している場合だといえよう。 しかしこのことは、華僑子弟教育を行っている中華学校などを卒
業した場合や、家庭教育として依然と華僑 ・華人の行事などを行っている場合などの中国語や宗教、中国
姓など客観的な差異が看取される第三世代には当てはまるが、日本の学校を卒業し、家庭でも全く華僑 ・
華人文化が継承されていない場合には、妥当しないかもしれない。
4-2.「確かめの時期 」
関西にある二つの華僑学校(大阪華僑学校と神戸中華同文学校)には高等部がなく、卒業後進学する場
合には、ほとんどの華僑学校生徒が日本の高等学校に進むことになる。大阪中華学校中学部を卒業したA
さんもその後、日本の高校へと進学することになる。はじめて華僑学校 という枠を離れて日本の学校に入
学して、エスニック・アイデンティティを意識する経験を多くしたという。彼女はその高校時代を 「確か
めの時期」とよんだ。
1:あ一なるほど。 それ は、え一 と、大 きくな られてか らそ う言 う風に感 じとられていったのか一 ・・
Y:そうですね。子供の時は、全然そ うい うことは意識 していなかったけ ども、大人になるにつれて、あっ
ここは友達とちが うなって思 ってく中で、 じゃこの違いは何?っ て、あっこれは 自分のルーツの中国か
らきているんだなってっい う、そ うい う確かめの時期がす ごく一時期があ りま した。
1:確かめの時期。その、ほかの友達 とちが うな一 っと思った時ってい うのは、例えば どんな・・。具体的に。
A:(…・)なんかお総菜屋 さんをやっているお友達がいて、高校 ん時に。 「毎 日お味噌汁飲む」って言っ
た時に、びっくりして、「毎 日い?」 って、「そんなん普通やん」 って言われたときに、じゃ、私は普通 じゃ
ないのかなっとか。
1:高校の時、先程 も少 しお話 しがあ りま したが、例 えば、小学校 と中学校 と、また何 か違 うなあと学
校生活の中で感 じたこと、ってありますか?
A:な んかねえ、在 目のね え、女の子がいて、その子は 日本名 だったんだけどお、で、(…)そ の子が、
「自分 は、あのお、韓国人なんだけどお、Aち ゃんは中国語 しゃべれるで しょ?中 国人 でって。私は韓
国人だけ ど、韓国語 しゃべれない。それってす ごく恥ずかしいことや と思 う?」って聞かれたことがあっ
て、私は 「そんなことないんちゃ う」 って答えた と思 うんだけど。なんか、すごい、その子に とっては、
私にそ うい うことを聞きやすかったのかな あ。何で あの子が私 に聞いたんやろって、今 になったら分か
る う。 うん、その とぎは分からなかったけ ど。
Aさ んにとって高校時代は、食事や友達からの一言、 また在 日韓国 ・朝鮮人の友達か らの 「中国人だ
か ら、中国語 をはなせ る」 とい うまなざしを受 けて、 自分のエスニック ・アイデ ンテ ィテ ィを 「確かめ」
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ていた時期だと語った。
Bさ んやCさ んは高校の入学に際 し 「絶対こいつ らとは友達 になれんわって思った」や 「や っぱ り日
本の高校入った ら、ちょっ とちゃ うよな」と感 じたとい う。その後 の筆者 との手紙のや りとりでCさ んは、
その理 由を以下のように書いた。
幼 ・小 ・中と友達の多くは中国国籍の人達だったし、友達も中国語を話せたので日本の高校にいくと
周 りはみな日本人で誰も中国語を話せないから。またみんなが中国語ではなせると知ると、みんな珍し
がるから。
このように華僑学校 とい う枠 を離れ て日本の高校に進学 した時に、
をもった経験を書いたアンケー トがみ られた。た とえば、
日本人との関係に戸惑いや違和感
周囲の人はほとんどが日本人でいろいろな面で、戸惑いを感 じる事があった。中国人である事を意識
する様になる時期です。(男性24歳 日本籍 四世)
お弁当を温 めず に食べ るとい うことになった とき、(同文学校 ではお弁 当を温めることができま した。
また冷たい料理を食べ ることがあま りなかった。)食に対する考え方が 日本人 と少 し違 うと感 じた。
お弁当に鳩(ハ ト)だ けを入れて持って行 くと友達が非常に驚いて ウケていたことに私が驚いた。(日
本では食べ物の種類が少ない と改めて思 った。)(女性21歳 日本国籍 二世)
な どである。
以上の記述や語 りから、華僑学校を卒業 した後 日本の高校 に進学 し、日本の学校 と中華学校を比べた り、
日本人 との関係のなかで、エスニ ック ・アイデ ンティティを意識す る一因となる多様な経験を している場
合が多 くあることが明らかとなった。それは他者(日本人)か らの厳 しい視線 を受け、否応 なくエスニック・
アイデンティテ ィと向き合 うことになったかれ らの青春 の姿であった。 その厳 しい経験がかれ らに違和感
や戸惑いをもた らす結果 となっていたこ とも注 目される。 このことはっま り、エスニック ・アイデ ンティ
ティを形成す るとはr鏡 に映った 自己を位置づける」過程であるとい うことである。かれ らは自らの経験
を振 り返 り、インタビューやアンケー ト自由記述 などで、「日本人から私はこのよ うに思われているようだ」
や 「日本人はこ うだが、私は違 うのだ」 といった位置づけを絶 えず繰 り返す姿を示 している。
5.お わ りに 一今 後の課題
まず本稿では、神戸に住む 日本華僑 ・華人第三世代のエスニック ・アイデンティティのあ り様 について、
過放 の類型を用いて整理 をした。そ こか ら明らかになったことは、これ らの結果が、過放の類型である 「「ト
ランスナシ ョナル ・アイデンティテ ィ」の内容 に沿 う結果である、 とい うことである。具体的に言 えば、
過放 の 「在 日華僑のアイデ ンティティ変換モデル」にいおける、三世か ら五世の若い華僑を 「重層的 ・多
様型」であるとし、かれ らの国境 を越 えるアイデ ンテ ィティの傾 向全体 を包括 して、「トランスナショナル ・
アイデンテ ィテ ィ」 と名付けているもとと、ほぼ合致 してい る。そ してその内容は、まず① 中国人アイデ
ンテ ィティ、②ダブル ・アイデ ンティティ、③ 日本人アイデンテ ィティ、④マージナル ・マ ン、⑤ トラン
スナ ショナル ・アイデンティティである。
本稿のエスニ ック ・アイデンティティ研究 としての視点は、個人的なアイデ ンティティが どのように形
成されてきたのかの考察である。そのため、重要なのは個々人が 日々の生活の中で、どのようにエスニ ック・
アイデンティテ ィを形成 してきたのか、その個人 レベル でのアイデンティティ形成 の一要因を捉えること
である。
また、他者か らの客観的な位置づけによって形成 されたアイデンティテ ィに着 貝するためには以下のア
プローチが必要であろう。それは 「客観的基準 と主観的基準を結合 させ、エスニ ックの基準にもとついた
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アイデンティティの柔軟性 を強調 した」(Anya訳書1996199頁)定義 に基づ く 「複合的アプローチ」であ
る。そ こか ら浮かび上がってくるものは、マイノリティは常にマジョリティとの間で 自分 自身の位置づけを強要され、
言語や宗教などの客観的な差異のために他者から押し付けられたアイデンティティを、かれらの主観的なエスニッ
ク・アイデンティティの内に含有している場合、っまり他者からの客観的な位置づけによって形成されたアイデン
ティティを主観的なアイデンティティとして位置付ける場合である。 換言すれ ば、 華僑 ・華人第三世代のエスニッ
ク・アイデンティティ形成過程においてかれらが捉えるエスニック・アイデンティティの客観的側面とそれを含む主
観的側 面を分析するアプローチである。 「主観的アプローチ」(3)のみをとるならば、かれらの発するエスニック ・
アイデンティティをそのまま安易に採用し、ーマイノリティは常にマジョリティとの間で自分 自身の位置づけを強要され、
言語や宗教などの客観的な差異のために他者から押し付けられたアイデンティティを、かれらの主観的なエスニッ
ク ・アイデンティティの内に含有している場合があるということを見逃してしまう恐れがあるからである。 「複合的アプ
ローチ」では、その他者からの客観的な位置づけによって形成されたアイデンティティをも着 目することができる。
また、 第三世代である華僑 ・華人は中国語や宗教など客観的な差異が看取されることがあるので、 客観的視点
も欠かすことができない重要な視点であると思われる。 また、それらの客観的差異が見られることから、 自分 自身
が中国人であるという自覚をかれらも持っているということも忘れてはならない重要な点である。
本稿ではその 「複合的アプローチ」を採用し、 華僑 ・華人第三世代のエスニック・アイデンティティを形成する
際の一要因をかれらが捉えるエスニック ・アイデンティティの客観的側 面とそれを含む主観的側面に焦点を置いて
考察してきた。 これはデ ・ヴォス(DeVos訳書1996213頁)の言う、 エスニック・アイデンティティの説明に関
係 していると考えられる。 それは、
エスニック・アイデンティティとは、ほかの類のアイデンティティと同じく、たんに主観的に自分が誰であるかを知っ
ているというだけではなく、自分が外部からどのようにみられているかということについての問題でもある。(1975:
374)
というものである。 かれらは自己のエスニック・アイデンティティに関して、 日本人との違いを意識させられながら
生活しているのではないか。
このことはつまり、エスニック・アイデンティティを形成するとは 「鏡に映った 自己を位置づける」過程であるとい
うことである。 かれらは自らの経験を振り返り、インタビューやアンケート自由記述などで、 「日本人から私はこのよ
うに思われているようだ」や 「9本人はこうだが、私は違うめだ」といった位置づけを絶えず繰り返す姿を示している。
かれ らの経験か らみえて くる 「鏡に映った 自己を位置づける」とい う行為は、んL.ストラウスの 『鏡 と仮面』
で言われる 「鏡のなかで自己を見つめる」 ことや、クー リーの言 う"Eachtoeachalooking-glassRenectsthe
otherthatdothpass'一「それぞれ互いに、鏡は通 り過ぎ し他者を映し出す」(片桐訳2001p45)と ほぼ
同 じことを示 している。つ まり、4節.1「 客観的差異 による自己の位置づ け」で明 らか にした、中国語
を話す ことができるや 、宗教 ・行事や姓名などの 日本人 との客観的な差によって自らを 「中国人」 として
位置づ けてい ることは、クー リーの言 う第二の意識である 「他人が自分をどう判断 しているかを想像する
意識」を表 している。そ して、同節.2「 確かめの時期」でふれた、は じめて華僑学校 を離れて 日本の高
校へ進学する際に自己と向き合 う姿は、クー リーの言 う第一の意識である 「他人に自分が どうみ えるかを
想像す る意識」を表 している。そ してこれ らの意識の根底にあ り支 えてい ると思われ るのは、華僑 ・華人
であるといったかれ らの誇 り(ク ー リーの言 う第三の意識)な のではないだろ うか。 このことか ら、 日本
社会に生きる華僑 ・華人は相互作用をとお して、 自らを鏡に映し位:置づけていることがいえよう。
しかし上述した 「客観 的」 「主観的」という見方は、第三世代に限ったことではない。 というのも、 かれらの親
世代である第二世代は、 一世である親から中国人としての教育を受け、 客観 的差異を第三世代より強く感じてい
ただろうと推測されるからだ。 朱氏は華僑 ・華人の世代相違について 「一般的に、 華僑一世は母国の文化を頑
固に守り、 居住国の影響を断っているのに対して、二世は一世より居住国の文化に近く、 両方の文化の間に掛
橋の役割を果している一種の 『中間人』といえる。 三世、 四世になると、 …居住国に対する関心度、 接近度が
高くなる傾向がある」と述べている(朱 慧玲199951頁)。しかし、 第三世代のかれらが自らを 「中国人であり、
日本人である」と位置付けるのは、 朱氏が言うような世代の相違だけが要因ではない。 なぜならこのような位置づ
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けには、 マジョリティがかれらに 「中国人である」ことを強制しているという社会 ・文化的要因が考えられるからで
あるみ 日常生活という面 において限りなく日本 の生活に密着している第三世代のかれらが、 マジョリティからの客
観的位置づけを受けているということに特 に着 目する必要があるだろう。 「鏡に映 った 自己を位置づける」 とい
うことも第三世代だけに限ったことではない。そ してまた、華僑 ・華人社会内での相互作用や互いに位置
づけあ うといった場面 を捉 えられてはいない。また 日本名で華僑学校 ではない学校に通 う華僑 ㌘華人のあ
り様 について も迫 ることができていない。 これ らのことは、今後の課題 として明 らかにしてい く必要があ
ると感 じている。、
〈注〉
(1)嘩僑」とは、中国国籍を保有し、「海外に仮住まいする中国人」のことをさす。 日本華僑のほとんどは、東京・長崎・神戸・
大阪 ・横浜 ・函館のような旧開港場に集住しており、伝統的な商業社会を形成している。英語では0鴨rseasChinese
又はChineseoverseasが一般的に使用される。 一方、「華人」とは海外居住国の国籍を取得している人達で、英語
ではEthnicChineseと呼ばれる。 次に 「老華僑」は、 「新華僑」(1972年の日中国交正常化以後、または1979年
からの中国大陸での改革 ・開放後に、 中国を離れて日本に入国し、 日本で生活する中国人)に 対して、初期中国
移民およびその子孫に対する呼称である。 また 「在 目中国人」という言葉は、 日本に滞在する中国人に対する包括
的な呼び方としてもっとも広く使われている。 平成15年末現在における外国人登録者統計において、在 日中国人は
約46万人にものぼるとされている。そのうち、老華僑(旧 華僑)がおよそ4万人、約一割で、あとの9割を新華僑
が占めている。(可児2002)
(2)本稿では、三世 ・.四世 ・五世なかでも10代後半から20代後半までの若い華僑を分析対象とする。かれらを第
三世代と呼ぶこととする。これは過放の分析モデルを援用したものである(過放1999170頁)。過放は、日本
華僑 ・華人の世代を以下のように区分している。「中国から目本に移住 した中国人を一世代として計算する区分
の仕方である。彼らを 『一世』と呼び、.日本で生まれた一世の子どもを 『二世』 と呼ぶ。以後、このように加
算する」。 しかし、たとえ同じ 「二世」に属していても、生まれ育った時期や社会環境などが異なれば、かれら
の考え方などにも違いが出てくると考えられることから、世代間のへだたりを補 うために年齢区分を用いてい
る。その年齢区分を、70歳以上の年配の華僑を』「戦前の華僑」、45歳から60歳前後の華僑 「日中国交正常化以
前の世代」、最後に20歳代から45歳前後までの華僑を 「日中国交正常化以降の世代」と三類型している(過放
19999頁)。かれらはその 「日中国交正常化以降の世代」に分類されるであろう。
(3)アニヤ・p.ロイス(Anya訳書1996)は、エスニック・アイデンティティのアプローチを、以下の三つに分類している。
まず一っめは「客観的アプローチ」であり、二つめは「主観的アプローチ」でる。 三っ目は 「複合的アプローチ」であり、
これは上記の一っめと二つめのアプローチ双方の要素で構威されている。
言語や宗教などに着 目し分析する 「客観的アプローチ」に対 して、さまざまな研究者が 「主観的アプローチ」
の有用性を議論している。例えば、さまざまなエスニシティの定義を社会学 ・人類学の研究論文65編を検討し、社
会科学者が実証的な研究のなかで使用するエスニシティの定義にっいて分析したゼボルドWイ ザジブは 「主観的アプ
ローチは客観的アプローチより有効であるといえる。それはこの定義が、心理的アイデンティティに焦点をあてることに
より、観察可能な文化の共有、あるいは他の属性を強調する定義に比して、二世あるいは三世のエスニック世代を包
含することを容易にするからである」(Wsevold訳書199681頁)という。またイザジフは人類学者フレドリック・バルト
(FreddkBaτth1969)の「エスニック集団の境界は成員資格の問題であって、社会的に関連性のある要因のみが成員
資格の判定に役立っのであり、他の要因によって作り出された顕在的な"客観的な"差異ではない」(Wsevold訳書
199680頁)、または 「考慮される特性は"客観的"差異の総体ではなくて、その行為者自身が意味があると考えて
いるもの」(Wsevold訳書199681頁)という文章を引用し、「主観的アプローチ」の有用性を説いている。主観的ア
プローチは、顕在的で客観的なものに着 目するのではなく、その行為者 自身が意味があると考える極めて個人的なア
イデンティティに焦点をあてる。
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Analys'sofld臨ぞ器 留n艦 離溜 柵 灘Ch'nese'n
.ISHIKAWATbmok6
Thispaperexamineshowlong-timeOverseasChinese,thatis,young,third-generation・OverseasCh養nese,
fbm1重heirethllic.identityinJapan..Italsbdiscusseshowtheydefinethe董rownethnicidentit茅
Forthe.puΦoseofexplanation,theanswerstothequestion``Towhichcountrydoesyour.ldentitybelong?"
werespecificallyanalyzgd.Theanswersclearlyrevealthat.thereρxistvarious.fbrmsofidentityamonglong.time
expatriate,young,third-generationOvefseasChinese.Refbrencewasmade£othefivetyやesofidentitypreviously
proposedbyGuoFang.Moreoveらananalysi～ofthe.experiencesofethnic韮dentityfbrmatlonamongthesepeopie
revealedthattheydef至netheiridentityintermsof``su切ective-o切ective"relations.Thisprocessresemblesthatof
``def董ningtheselfinamiπoろ,'whichwasdiscussedbyC
.H.Coo童eyusingtheconceptofthe``100king-g量assself:"
Thepρperconcludesbyarguingthat.be量ngseen丘omtheothers(Japanese)hasastrongimpactfbrthemto
fbrmtheirethnicidentitya鰍dtobepositionedinJapan.
